第11回　施設処遇検討会議　議事録

H20.6.16　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：長谷部A.O.M・小笠原嘉紀・原佳伸・小坂和子・佐々木優香・三浦理見・馬渡道伸・向奈津美・佐々木智枝子

（欠席者：C.E.O・清水S.G.M・上平ユリ子・秋山S.G.M・山口碧）

記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：　其田　淑子様（青明舎利用者様）の処遇について

２：　下町　サン子様（青風荘入所者様）の処遇について

３：　板橋　利美　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：其田　淑子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：非定型精神病　　　　　　合併症：痛風、緑内障

　＜問題点＞

①金銭管理（サービス利用料の返済）

＜介入方法＞

・本人とともに定期的な金銭管理を継続し、利用料返済を行う。本人とも金銭を確認しながら今後の返済プランや金銭使途について検討する。

・週ごとに細かく計算し、予定額より少額使用できた場合には評価を行うことで本人の金銭管理へのモチベーションを維持する。

・金銭管理について本人より不満や希望が出た場合には本人の希望に沿いながら、管理していく事ができるよう方法を検討し本人の納得いくよう支援を行う。

・長兄から金銭管理や返済について問い合わせがあった場合には丁重な対応を行い、必要に応じて面談実施する。

・デイナイトケア通所拒否や他者との必要外の物品・金銭のやり取りが見られた場合には、面談実施し金銭管理の必要性について再度分かりやすく説明しながら、理解を促す。

　・1ヶ月ごとに振り返りを行い、金銭管理状況や本人の意見を取り入れながら、管理方法を確認。必要がある場合には随時管理方法を変更する。

＜評価＞

　　　今後も支援を継続していき、金銭管理をおこなう場合には本人の同意書の作成を行う。本人との話し合いで決めた支出の内容について食費、交際費、ジュース代などに同じような分類があることから一つの項目でまとめていき、本人の支出を抑えていくように支援を行う。

２：下町　サン子様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：　統合失調症　　合併症：便秘症・低血圧症

　＜問題点＞

①　洗濯･手洗い等に固執している。

②　衣類の適切な着用ができない。場にそぐわない服装をする（衣類の収納ができない）

③　計画的な金銭管理や買物が出来ない。

<介入方法>

①の介入方法

・洗濯機・乾燥機の利用（順番を無視する・他人の物に混ぜて行う）に問題があった時は本人と話し合い、マナーについて理解してもらう。洗濯のやり方について本人と学習し決める（現在は２日に1度）。守れない場合は声をかけて理由を聞きながら他者とトラブルにならないよう介入する。

・手洗いなどが長くなっている場合は様子を見てこちらから声をかける。

②の介入方法

・衣類に関してこだわりや思い込みがあるようで、気温が高いにも関わらず、何枚も重ね着した上に夏物を着たりする為、その都度、声をかけ周りの服装と比較してもらい、服装について一緒に検討して習慣化できるよう支援を行なっていく。

・外出時の場合など場所や場合に合わせた衣類を選べるように助言する。

・新調した衣類を着けず、同じ衣類や古い衣類を頻回に洗濯して（毎日のように洗濯する）着続ける為、衣類の調整の仕方を一緒に確認していく。（声かけすると着るのが無いと言われる）

・衣類を丸めてゴミ袋へ入れてしまっている為、定期的にタンスへの収納の仕方を一緒に行っていく。

③の介入方法

・決められた金額内（１Ｗ3000）で必要な物を適量購入できるようにその都度、支援を行なっているが日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多い為、１日・一週間の目安を決め、使用の仕方について本人と検討・学習する。

＜評価＞

　　本人は物品の買う能力は保持できているが、買いすぎることが多く支援を必要とする。今後、加齢とともに体力や理解力の低下も考えられる。問題点については前回とほぼ変化は見られない。介入方法の一つ一つが本人の問題点であるため、問題点の見方を変え介入方法を絞って本人に対しての支援を行っていく。

３：板橋　利美　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病（18単位）両膝関節症
<問題点>

①　毎日の保清（継続）　洗顔・歯磨き・髭剃り

②　日中活動（余暇時間）

<介入方法>

①の介入方法

・面倒がりな性格に加え、清潔・不潔の区別がつかず、保清の必要性が理解出来ないため、その必要性を分かりやすく説明し理解を促しながら、本人の意識を変える。

・拒否が強い場合には一度に多くを促さず、少しずつ段階を踏みながら習慣化させる。（タオルで顔を拭く⇒洗面器に湯を張っての洗顔⇒石鹸を使った洗顔…等）

・一緒に買い物に行き洗顔料等を購入し、使ってみるなど、本人が身だしなみに気を遣うような工夫をする。

・デイケア通所、外出時は職員が身だしなみを確認し、出来ている場合には評価し、継続して取り組めるようにする。

②の介入方法

・他者との交流機会を広げ、外出、青明舎利用やプログラムを通して活動意欲の向上を図る。

・土日を利用し余暇時間は、天気を見ながら外出を促し、歩行訓練や気分転換を図りながら楽しみを見つける

・単独での活動では意欲も低下することから職員や他者と一緒に活動する。

＜評価＞

糖尿病についての認識が薄く、今後、加齢とともに糖尿病が悪化していくことが懸念されるため、今後は外来受診時に定期的な血液検査を実施し、糖尿病の経過を観察していく。本人は「血糖値が前に比べて下がった」などと話し、現在でもコーラを一日に大量に摂取していることからコーラの摂取量についても本人と話し合い、運動を行ってから飲むなどの条件付けを行っていくことも検討していく。

対人面については、徐々に他者との交流も増えてきており改善も見られているが、現在でも辛辣な言葉を特定の入所者に向けて発する様子が見られているため、その都度、注意を行っていくことや個別のＳＳＴを行っていく。

